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特別利益の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成３０年３月期第２四半期決算において、以下のとおり特別利益を計上することとい

たしましたのでお知らせいたします。また、本日開催の取締役会において、以下のとおり平成２９

年５月１５日に公表しました業績予想を修正することといたしましたので併せてお知らせいたし

ます。  
 

記  
 
１．特別利益の計上について  
  当社は、当社の子会社である卓華電子（香港）有限公司が、台湾の勝華科技股份有限公司（以

下「WINTEK」）に対して有する売掛債権について、回収見込みが不確定であるため、平成２

７年 3 月期決算において、その売掛債権と同額を貸倒引当金繰入額として、特別損失に計上い

たしました。本年１０月２３日、WINTEK は、大口の債権者を招集し重整計画案（台湾におけ

る会社更生計画案）の説明会を開催しました。その説明内容および重整人との個別面談で聴取

した内容を検討した結果、一定額の売掛債権の回収見込みがあると判断できることから、平成

２７年３月期決算で計上した貸倒引当金の一部（１６%相当）を戻し入れることといたしまし

た。このため、２２億円の特別利益を計上することとなった次第であります。  
  
２．業績予想の修正について  

 
①平成 30 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想の修正 (平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 9 月 30 日 ) 

 
売上高  営業利益  経常利益  

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

1 株 当 た り

四半期純利益

前回発表予想（A）  
百万円

53,000
百万円

720
百万円

680
百万円  

550 
円銭

63.46
今回修正予想（B）  49,500 810 820 2,530 291.94
増減額（B-A）  △3,500 90 140 1,980 
増減率（％）  △6.6 12.5 20.6 360.0 
（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（平成 29 年 3 月期第 2 四半期） 
47,391 910 662 642 74.09



②平成 30 年 3 月期通期連結業績予想の修正（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 
売上高  営業利益  経常利益  

親会社株主に帰属 
する当期純利益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（A）  
百万円

110,000
百万円

1,800
百万円

1,600
百万円  

1,300 
円銭

150.01
今回修正予想（B）  110,000 1,800 1,600 3,180 366.94
増減額（B-A）  0 0 0 1,880 
増減率（％）  0 0 0 144.6 
（ご参考）前期実績  
（平成 29 年 3 月期） 

98,703 1,760 1,448 1,065 122.94

 
３．修正の理由  
 ①平成３０年３月期第２四半期（累計）連結業績について  
  平成３０年３月期第２四半期は、海外市場における液晶モジュール用デバイス等の販売が減

少したこと等から、売上高は予想を下回ったものの、相対的に利益率の高いビジネスの拡大と

諸経費の削減に努めた結果、営業利益、経常利益とも、予想を上回る見通しとなっております。

純利益につきましては、上記１．に記載の特別利益の計上に伴い、大幅増加となる見通しです。  
 

②平成３０年３月期通期連結業績及び今後の見通しについて  
上述のとおり平成３０年３月期第２四半期の業績は予想を上回る見通しとなっております

が、この下期につきましては海外市場における液晶モジュール用デバイス等の販売が減少する

見通しであること等から平成３０年 3 月期通期では、当第２四半期で計上した特別利益を除い

ては、平成２９年５月１５日に発表した内容と変わりがない見通しです。  
 

※ 上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。  
 

以 上  


